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Thisdescriptivereportrecordstheoralhistory

ofpioneersettlerswhoemlgratedfrom DonDaeng

villagetootherpioneerVillagesinordertoacquire

goodpaddyland･ Themaindataweregathered

atMoNuavillage,UdonThaniprovince,which

wasestablishedabout35yearsagobysettlersfrom

Ⅰ は じ め に

この報告は, ドンデ-ン村出身者が移住 し

た開拓村のひとつを訪問 した際に得 られた口

述資料を整理 した ものである｡1) 東北タイに

おける農民の集団移住 は,一般 に ｢ハ-ナ-

ディー (717ul蒜)｣ とよばれる. 字 句 どお り

に訳せば, ｢よい田を求 める｣ となる｡ ドン

デーン村 自体 も, このような移住者によって

成立 した ことが知 られている｡ハ-ナ-デ ィ

ー全般については改めて論ずることとし, こ

こでは得 られた口述資料を提示 し,多少の考

察をつけ加えるにとどめる｡

訪問 した村 は,北モー村 と称 し,ウ ドンタニ
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Loeiprovinceandla･teroccupiedbymanyThai･
Laosettlers. Collected in intensiveinterviews

duringthreebriefvisitsintheperiod1983-1985,
thesedatathrowlightontheprocessofemlgration,
whichwasadistinctivelifestyleamongThai･Lao

villagersinthe1940sand1950S.

県の西南部 に位置する｡訪問は,1983年10月

と1984年12月および1985年 1月の 3度 にわた

り,それぞれ数 日間滞在 した｡われわれの知

り得た ドンデーン村か らの移住は,コンケ ン

1)｢開拓村｣にあたるタイラーオ方言はない｡ こ
こでは,記述 ･分析上の用語として使用する｡
なお,本報告で使用される資料は,基本的には
すべてインフォーマントの記憶をたどって再構
成された個人史,村史である｡開拓村としての
成立を明確にするため,ドンデーン村出身者の
みならず,当村の創設者,他村からの移住者と
のインタヴューを行なったが,ここにあげたも

のはその一部である｡このような資料では,当

然のことながらいくつかの矛盾があり,ある事
実についての正確な年代の確定がきわめて困難

である｡しかし,多くの場合インフォーマント
は自身におこったイベント (生年,結婚,子供
の誕生,移動の年など)をタイ農村に広く浸透

している干支で記憶しているので,これを中心
に査定した｡ また,共有される同一の事実に

ついては,立場の異なる人々にインタヴューす

ることで,情報をより確かにすることに留意し
た｡
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県西部とウドンタニ

県の西南部に集中し

ている2) (図参照)0

いずれも, ドンデー

ン村からみれば西北

の方向にあたる｡ ド

ンデーン村を形成 し

た移住民は,東南に

あた る ローイエッ

ト,マハ-サラカム

両県出身者である｡

したがって, ドンデ

ーン村から北モー村

への移住も,ほぼ東

南から西北-という

大きな移住方向の波

の一部をなすと考え

られる｡

タイ社会一般の伝

統として,未墾地を

拓 き数年間耕作をつ

づければ,その土地

に対する権利が生ず

零封 山 地

るとされる｡ このよ

うな意味における開拓は, ｢チャップチョン

グ (前J可那)｣とよばれる｡ のちにみ るよ う

に,実際に開墾されるより広 い範囲 の土地

の,周辺沿いの木の技を一定方向にきり倒 し

たり,印をつけるなどしてチャップチョング

と称 し,自分の権利のおよぶ範囲とすること

が行われている｡ しか し,無制限に範囲を広

げることが許されるわけではない｡

ドンデーン村の成立当時 (およそ120年前)

の移住民たちは,自らチャップチョングした

ようである｡ しかし,知り得た限りの ドンデ

2)インタヴューを行なったコンケン県チュムペ-
郡内のバーンパイクットヒン村,ノン〆トン村
およびウドン県ナ-クランg･郡のノンサノー村
のほか,ウドン県ノンダブアランプ-那,ノン
サアート郡方面が含まれる｡

図 開 拓 村 の:配 置 略 図

-ン村からの移出者による開拓は,F未墾地,

既墾地の購入,すなわちすでにチャップチョ

ングされた土地の購入がほとんどである｡つ

まり,かつては--ナーディーとチャップチ

ョングは当然のごとく不可分であったが,少

なくともドンデーン村からハ-ナ-ディーに

赴いた者にとってはそうでない場合が多い｡

ⅠⅠ 北モー村における口述記録

Ⅲ-1 北モー村の位置

北モー村 (ウドン県シーブンルアンダ郡ノ

ンムオング区)は,外界とふたつのルー トで

むすばれている｡ ひとつは,県庁所在地であ

るウドン市から210号線を酉-ナ-クラング
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郡の方向へ約80キロメー トルゆき,道路沿い

のコ-コ-村で南-悪路をたどる｡ この悪路

を約30キロメー トルゆ くと村につ く｡ もうひ

とつのルー トは,村の南東約25キロメー トル

の郡庁所在地 シープンルアンダ (当地の人 々

はタイラーオ方 言 で シープンリアングとよ

ぶ)を経るものである｡北モー村 との距離は

25キロメー トルにすぎないが, 1日1便の ミ

ニバスで約 2時間半 もかかる｡その悪路のた

め,片道10バーツの運賃は安 く感 じる. シー

プンルアンダは,村の人々にとって市場があ

る場所であり,コンケン方面 とウドン方面を

南北にむすぶ交通路の中継点である｡

成立 して35-37年 (1984年調査時)になる北

モー村には,まだ電気はない｡村の戸数は,
カムナン

区長でさえも ｢290戸近 くになった｣と正確な

数字を口ごもるほど,増加の途にある｡ しか

し,村内を横 ざる道は広 く,屋敷地は十分に

余裕があり,村空間としての奥行は ドンデー

ン村 とは比較にな らないほどゆったりしてい

る｡開拓されつつある新 しい村 という印象が

強い｡
北モー村は, 開村当初はわずか15戸 の小

村であった｡ 村の創始者は, ルーイ県 方 面

の出身 を 意 味 す る ｢チュアサ-イ ･ルーイ

(L晶 q7別紙)｣を自称する人々であったが,

のちにハ-ナ-ディーで流入 したコンケン,

ローイエット県などからのタイラーオ族が多

数を占めるようになった｡先住者のチュアサ

-イ ･ルーイに対 して,彼 らは自らを ｢タイ

･タイ (1ny7mt')｣(南側か らのタイ人)とよ

んでいる｡ 移住者の数においても,ふたつの

異なる言語集団が交鎗 したという点でも,北

モー村は ｢開拓最前線｣にある｡

Ⅲ-2 北モー村の成立経過

北モー村の初代村長をつとめた ヨー ト･ス

ックチャイ氏 (1917年生まれ)は,現在の北

モー村か ら南へ 7キロメー トル下 った隣のヤ
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ングロー区にあるヤ ングロー村で生まれた｡

ヤングロー村を1830年ごろに拓いた人々は,

ルーイ県 ワンサブン〆郡の出身者や ｢コンム

アングナムパー ト｣3)とよばれる人々であり,

中央タイ語ともタイラーオ語とも異なるルー

イ方言を常用語とした｡

ヨー ト氏 は24歳のとき (1942年), ヤ ング

ロー村か らノイ村へ移 る｡ ノイ村は,ヤ ング

ロー村出身者が拓いた 6戸ばかりの村であっ

た｡今 日の北モー村の前身となった村なので,

旧モー村 (バーンモーカオ) ともいわれてい

る｡ ヨー ト氏は1948年にこの村の村長となっ

た｡さらに翌1949年,ノイ村の 6世帯,ヤン

グロー村か らの 5世帯,およびクットサティ

アン村 (現在の北モー村より南東10キロメー

トルに位置する)か らの 3世帯,そ して シー

サケ- ト県か らの移住者 1世帯を合わせた計

15世帯が,ほぼ時を同 じくして現在の北モー

村の場所へ移 った｡理由は,ノイ村の屋敷地

が狭 く,通行路が悪かったためという｡ この

15世帯が北モー村の礎 となり,ヨー ト氏がつ

づけて村長をつとめた｡ ヨー ト氏はその後を

語る｡

｢北モー村-移って 3年 もたたぬうちに,

コンケン,ローイエ ット県か らの人々が移

住 しはじめた｡土地を買 うための--ナ-

ディーだった｡わ しらが開墾 した水田をま

ず 2, 3人でみにやってきて,そのときに

口約束で買いつける｡ そ して, しばらくし

てか ら金をもって家族 と一緒にやってきた

ものだった｡わ しらは 1ライあたりでは売

らず,70-80ライはどの単位で売 った｡ 当

初,多い者で100ライくらいだった｡土地に

よって2,000から3,000バーツ,最高5,000

バーツくらいで譲 ったように覚えている｡

彼 らの屋敷地については無料で,耕地以外

3)ルーイ県と県境を接したウタラディット県ナム
パート郡の人々という意味と推察されるが,不
詳｡
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から金をとることはなかった｣｡

北モー村開村以来の歴史をよく知るもうひ

とりの村人は,エー ト･セクスワン氏 (1926

年生まれ)である｡ ヨー ト氏と異なって,チ

ャイヤプム県チャットラー ト郡バーンタン区

の ファサー ト村 の 出身者である｡ エ- ト氏

は,ハ-ナ-ディーにでた父親 とともに,ヤ

ングロー村のそばの ドンクリエット村に移住

した｡1939年のことである｡数年後,｢レン･

サオ｣(｢娘と遊ぶ｣の意｡若い男たちが酉己偶

者を求めて同村内,近隣村の娘たちを訪れる

慣行のこと)にでかけたノイ村で現在の妻と

知 り合い,1946年に結婚 してノイ村へ婚入 し

た｡そして第 1子を得た翌年に,家族全員で

新たに北モー村-移ったという｡4)

｢それから3年はどしてか ら(1950年ごろ),

まず,コンケン県ナンボンダ郡ブアヤイ区

のタールア村から2,3人,ローイエット

県からも四つ,五つのグループがわれわれ

の水田をみにやってきた｡次いで, ドンデ

ーン村の人々もやってきた｡ しかし,これ

らの人々を知るようになったのは,のちに

なって売買関係を通 じてであった｡…...(自

分がノイ村に移ったころ)チュアサ-イ ･

ル-イの人々の両親は,すでに一帯をチャ

ップチョングしており,よそ者から土地を

買ったことはない｡ヤングロー村の水田面

積は少な く,村の人々は,少 しずつの米を

もってきてノイ村と北モー村の問を往復 し

ながら,耕地と村を確保 (チャップワイ)

していた｡でも,水田を大規模に開墾する

ということはな く,ほとんど森林のままで

おかれ,チュアサーイ ･ルーイの人々は狩

猟を主にしていたようだった.......-ーナ-

ディーでやってきた人々は,当時のヨー ト

村長やプン氏をたよっていた｡ もともとの

住人である彼 らは,自らつくった水田は売

4)エート氏の記憶では北モー村の成立年は1947年
であり,ヨート氏の言より2年早い｡

らず,チャップチ ョングしておいた森林の

外縁の土地を,やってきた人々に売ってい

た｡移住者たちは当初,ナ-コーク(陸田)

としてこれを耕 し,さらにあとからきた-

-ナ-ディーの人々に売って,ナ-クラン

グ郡やチュムペー方面-さらに移っていっ

たものだ｣｡

エー ト氏によると,北モー村に寺院が建立

された1957年ごろには,もとの先住者よりも,

他県から次々と移住 した人々の数が上まわっ

たという.ルーイ県出身のある先住者は,土

地を移住者たちに徐々に売却 したのちに,チ

ュムペ一部フェイソ-村方面-でている｡す

なわも,成立 して10年もたたぬうちに北モー

村は耕地を求める他県出身者によって膨張 し

た ｡

Ⅲ13 --ナ-ディーの移住者たち (1)

現在北モー村に住む ドンデーン村出身者は

26戸 (1983年調査時)である｡最初の人々は

1950年前後に北モー村に移住 している｡最後

の移住者グループが入村 したのは1973年ごろ

である｡ また,1981年に水田だけを購入 した

者がいる｡以下では, ドンデーン村か らの最

も初期の開拓者に焦点をあてる｡彼 らが ドン

デーン村をでたのは1940年前後 の ことで あ

り,その時期は,ドンデーン村から多 くの人々

が--ナ-ディーのために他村-でた時期と

もいわれている｡

(チャンディー兄弟の北モー村への移住経

過)

北モー村に移住 した最初の ドンデーン村出

身者は,チャンディー兄弟たちである｡彼 ら

が--ナ-ディーのためにドンデーン村を離

れたのは,早 くとも1942年ごろである｡ そし

て,当初の目的地は北モ-村ではな く,ナン

ボンダ湖北に位置するコークバクング村 (ウ

ドン県ノンサンダ郡)であった(図)0
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チャンディー兄弟の両親は,ともにローイ

エ ット県出身で, ドンデーン村を開拓 した世

代に属する｡ 両親はローイエ ット県から15日

の道のりを歩いて ドンデーン村に至 り,耕地

を チャップチ ョング したといわ れ る｡ そ し

て, ドンデーン村で男子 6,女子 1の計 7人

の子供をもうけた｡父親はその後, ドンデー

ン村で死亡 している｡ 長男か ら順に記 してお

こう｡

1 チャンディー ･シー ドンヤ ング (以下同

姓):〔男〕

2 サーリ:〔男〕

3 トンダミー :〔男〕

4 カイ (兄):〔男〕

5 カイ (弟):〔男〕

6 ファット:〔女〕

7 プンミ- :〔男〕生後す ぐに死亡

ドンデーン村では,両親は トゥングボーに

水田を約30ライもっていた｡収量は年間200-

300ブング5)(2,400-3,600キログラム)だった

が,200ブング以上を消費 した｡豊作年には余

剰米は売 らず,自給用としてカチ ョー(カゴ)

に入れて保管 していた｡チャンディー氏(1914

年生まれ) は次のように1940年ごろの ドンデ

ーン村を回想する｡

｢他の豊かな村人は,余 った米を隣市クー

プラの中国人に1--プ(約60キログラム)

あたり25サタンで売 り, その金で 1着 2-

5サタンの服をクープラで買っていたもの

だ｡両親の水田は洪水の被害をうけやす く,

しかも塩がでる水田でもあった｡米はいつ

も不足がちだったO これがハ-ナ-ディー

に赴いた理由だ｣｡

チャンディー氏は,母親および兄弟 6人 と

ともに ドンデーン村をでる. 1942-1943年 ご

ろである｡一行には,牛車 2台,牛 4頭に加え,

5) 1プンg･は約12キログラム｡東北タイでは一般
的な計量単位ムン (10斤;12キログラム)と同

義で使用されている｡
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ヤ ー ト

親類でもあるノンヤーブ レーク村のチャン･

セ-ングケーオ氏が含まれていた｡そ して,

以下のコースで ドンデーン村を北上する (名
ム｡-ノヾ-ン

称は 村 名)0

第 1日 :ドンデーン→ ドンハ ン→ノングコイ

-ノングカイヌン (タープラ近 く)-クッ

トクワング-ノンサアー ト 〔泊〕

第 2日 :バ ンペ ット- トゥム→クットサイウ

ォー 〔泊〕

第 3日 :ヒンラー ト-フェイヤ ング→コーク

スム→ボーノックカオ 〔泊〕

第 4日 :ボンダ川をわたってウドン県へ入 る

-ノングタナ--コークバクング着

コークバクング村には,すでに ドンデーン

村よりの移入者がいた｡ 後述 す るチャン氏

が,チャンディーたちより4, 5年早 く訪れ

ていたように,この村は,当時,ハ-ナーデ

ィーで ドンデーン村を離れた人 々にとって当

面の目的地とされた開拓村だった ことがうか

がえる｡チャンディー兄弟のうち,カイ(兄),

カイ(弟)とファットの 3人はコークバクング

村で 6,7年間すごす｡チャンディー氏はか

3人 は9,10年をすどすが,彼 らはいずれも

この村に在住 した間,年に何度も ドンデーン

村へ帰 っている｡ 知人や友人に会 うためであ

る｡

コークバ クング村で も米の収量は不足気味

であった｡カイ (兄)氏 (1918年生まれ) は

ここ-移 った翌年に結婚 し,妻の両親がもつ

水田15ライを義兄弟 とともに共同耕作 した｡

しか し,義兄弟の人数 も7人 と多 く,水田は

分与 (ベーングハイ) されなかった｡そのよ

うなところ- ｢北モー村によい耕地がある｣

という情報がもた らされた｡--ナ-ディー

で ドンクリエッ下村-きていた レ-氏 (ドン

デーン村出身｡チャンディー民 らのイ トコに

あたる)がコークバクング村のチャンディー

兄弟を訪れたときのことである｡ そ して,ま

ずカイ (兄)夫婦とふたりの子供,カイ (弟)
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夫婦,それにファット夫婦の 3世帯が3台の

牛車を駆って,次の地点を経由して北モー村

へむかった｡

第 1日 :ノンムアング村 ⊂泊〕

第 2日 :ドンポー村 〔泊〕

第 3日 :ノンプロンチェング村 (シープンル

アンダ郡)〔泊〕

そ して 4日目に北モー村に到着する (推定

1949-1950年).カイ (兄)氏の経緯をたどろ

う｡

｢北モー村の周囲はほとんど森林であった

が,15軒のルーイ県出身者の家屋がすでに

あった｡6) 先 住 者たちがここ-きたのは4

年前ということだった｣｡

カイ (兄)氏は,コークバクング村をでた

ときには600バーツの所持金をもつばかりで

あった｡北モ-村-移った初年度,彼は土地

を買わず,先住者であるル-イ県出身者 ミー

氏の水田 (ドンクリエット村近 くにあった)

を封作 (ラップチャーング)することで米を

得た｡ 300プングの収穫は, 水田所有者の ミ

ー氏に140ブング,自らに160ブングの割合で

分配された｡

翌年,先住者のひとりか ら1,000バーツで

約20ライの土地を購入する｡ 内訳は水田 1ラ

イ,森林19ライである｡ この年の収量は70ブ

ングであった｡足 らなかったので,当時のヨ

ー ト村長が所有する水田を 1ライにつき15バ

ーツで耕作 し,村内で飯米を購入 した｡当時

の相場は10ブングあたり3バーツである｡

3年目には田圃を6ライに拡 張 し,250ブ

ング以上の収穫があった｡さらに4年目は10

ライほどに広げて 500プング以上の収量を得

ている｡ そ して, 6年目にルーイ県出身者の

ヌー氏より新たに20ライの水田を10,000バー

ツで購入 した｡ 7年目,カイ (兄)氏は ドン

デーン村へ戻ったときにケナフと トウガラシ

6)カイ (兄)氏の述べる当時の戸数は,ヨート氏
の口述と一致する｡

の種を得て,北モー村にもち帰 り栽培をはじ

めた｡ ケナフは1ライはど植えた と ころ約

1,000キログラム とれ, シーブンルアンダの

市場で売 り, 250バーツを得たという｡ 当時

の売値はキログラムあたり25サタンである｡

また, トウガラシででも100バーツ以上の収

入があった｡さらに,サ トウキビをも栽培 し

はじめたのは翌 9年目で,サ トウ汁をとり,

厚み 3センチくらいの筒状の固形にしたもの

を 1個 1バーツで売っている｡ 最初に600個

つ くり,シーブンルアンダで完売 した｡近年

(1974年)に至 り,やはり先住者であるウア

ン氏から畑30ライを10,000バーツで購入す

る｡そして昨年(1984年),カイ (兄)氏はサ

トウキビ栽培をやめてキャサバ にきりかえ,

今 日に至っている｡

長男のチャンディー氏は弟たちに遅れるこ

と約 3年,すなわちコークバクング村で 9年

余 りをすごしたのち,北モー村-入っている

(推定1953年 ごろ)0

｢自分 (チャンディー)がやってきたとき,

北モー村は約40戸はどの小村で,ルーイ県

出身者が多 く,言葉がわかりにくかったの

を覚えている｡ 弟をはじめとする ドンデー

ン村,ノンヤーブレーク村,ナンボンダな

どコンケン県からの人 々のほか,ローイエ

ット,マハ-サラカム県よりの人々が徐々

に住みはじめているところだった｡彼 らは

ルーイ県出身の先住者たちと区別 して,自

ら 『南側からきたタイ人』(タイ ･タイ)と

よんでいた｣｡

チャンディー氏は,まず 1年目にヤ ングロ

ー村出身のブンシー氏か ら50-60ライの森 林

を3,000バーツで購入する.そこにつ くった田

圃 (ナ-コーク)で陸稲を収穫 した｡

｢森には象がいた｡そこは悪霊 (ピー)や

マラリアに満ちたところだった｡先にきて

いた弟たち,とくにカイ(兄),カイ (弟)

の 2世帯 と共同し, 初年度は120プングの
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全収穫を40ブングずつ3等分 した｡ 『-ッ

トナムカン･キンナムカン』(共働 ･共食)

だった｡ 2,3年目になると陸稲で700ブン

グほど収穫できるようになった｣｡

陸相は早魅に弱かったという｡ 水田を手に

入れたがっていたチャンディー氏は,1970年

代の中ごろになってようやく念願の水田30ラ

イを14,000バーツで購入する｡ そして,1977

年に｢ノーソーサーム｣7)を他の人々に先んじ

てとりつけたという｡現在は自らの屋敷地内

にウルチ米用とモチ米用のふたつの米倉をも

ち, 年間平均 1,100-1,200ブングの収量を得

ている｡必要に応 じて,モチ米は1ブングあ

たり21-22バーツ, ウルチ米は1プングあた

り31-32バーツで,村内やシープンルアンダで

売ることもある｡ 農繁期には,村内に住むふ

たりの息子に手伝わせて年間70-80プングの

米を与えている｡

チャンディー兄弟たちは,若干の時間の差

はあるにせよ,全員が ドンデーン村をでてコ

ークバクング村で止住 したのちに北モー村へ

移住 している｡だが,今日も北モー村にとど

まっているのは,チャンディー氏,カイ(兄)

氏,カイ (弟)氏の3兄弟のみである｡ カイ

(兄)氏とともに先陣をきって移住 した妹フ

ァットは,北モー村に入ってまもなくドンク

リエット村 によい条件 の土地をみつけたの

で,その後北モー村をあとにしている｡さら

に,後発隊としてチャンディー氏とともにや

ってきたサーリ氏とトンダミー氏は,初年度

の収穫が陸稲で200-300プングはあったが,

さらにハ-ナ-ディーでファイヒン村 (北モ

ー村から北西 5キロメー トルの村)-移 り今

日に至っている｡ 北モー村を離れたといって

もいずれも近隣村で,互いの連絡は容易な距

離にある｡現在,兄弟たちが ドンデーン村-

戻ることはほとんどない｡カイ (弟)氏はい

7)土地が利用ずみであることを確認する公的証
書｡
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う｡
シ 丁 オ コンサ三ツ ト

｢かつては,友人や知 人が ドンデーン村

にいたので,少なくとも年に1度は帰った

ものだが,皆でてしまい,誰もいなくなっ

たので, ドンデーン村をなつかしく思うこ

とはないよ｣｡

(チャン･ケオデーング氏の北モー村への

移住経過)

チャン･ケオデーング氏 (1918年生まれ)

は,先のチャンディー氏よりさ らに遅 れて

1957年に-ーナ-ディーで北モー村-移住 し

た｡だが,チャン氏が両親,兄弟とともにド

ンデーン村を離れたのは1938年 の ことで あ

り,チャンディー兄弟たちより一足早 くコー

クバクング村に移住 している｡そして,ここ

に19年間滞在 した｡

｢ドンデーン村にいたとき,両親は20ライ

の水田を もっており,年に300-400ブング

の収穫があった｡ しかし,悪い水田で飯米

は不足がちだった｡村をでるときに両親は

水田,家屋,何頭かの水牛と牛を売ってか

ら牛車を購入 した｡……コークバクング村-

ゆくことは決っていた｡同村出身者 (コン

ルオムバーンカン)のイン氏が連絡をとっ

ていたからだ｡わ しらは兄弟 7人,両親ふ

たりの計 9人,さらにドンデーン村の知人

だったノイ氏とその妻で,牛車 5台のグル

ープだった｡はかに (チャン氏自身の)母

方の親族 (クルア ･ヤー 日 が7,8人コ

ークバクング村まで同行 し,見送ったあと

で ドンデーン村-帰った｣｡

その行程は3日であった｡ 1泊目はドンボ

ー村 (コンケン県ムアング郡),2泊目はタナ

-村 (ウドン県ムアング郡)ですごし,3日

目にコークバクング村に到着 したという｡

到着後,両親は30ライの土地 (ナ-パー)

を買い,500プング (初年度)から800ブング

(3, 4年目)の安定 した米の収量があった｡
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9年 目の1946年に,チャン氏は,同村に--

ナ-ディーで移住 していたウボ ン県ファヤー

ト郡出身の娘 と結婚する｡同年,オークヒエ

ン8) してからも妻の両親の田圃を耕作 し,午

間300ブング以上を得ていた｡9'だが,以後10

年の間に子供が 5人 (男 3,女 2)が生まれ,

飯米が不足気味となり,他所によい水田をみ

つける必要が生 じたという｡

｢コークバクング村をでて先に北モー村へ

いって いた カイ (兄)た ちが 『誘 い人』

(コンサ ックチュオング)で,北モー村へゆ

くことをすすめて くれた｡そこで1957年,

わ しの家族 7人は, ドンハ ン村からハ-ナ

-ディーにきていた ミ一 ･リッターじいさ

んとパーばあさんの家族 7人の計14人で,

牛車 7台 (うち5台はチャン氏のもの)で

移動 した｡ コークバクング村をでるとき,

水牛と牛以外はすべて売 り, 約 7,000バー

ツの金をつ くった｣｡

北モー村にはチャン氏の姉(ノイ)が先行 し

ており,10'30ライほどの土地をもっていた｡

姉は,牛車 1台 と牛 2頭でその土地を先住者

か ら入手 し,約10ライを水田にしていた｡チ

ャン氏は北モー村に入って しばらくの間,カ

イ(兄)氏の家に (無料で)とどまるが,結局,

ドンクリエ ット村近 くにあったその姉の土地

すべてを7,000バーツで購入する｡

｢1年目は170ブングの米がとれたが,11'と

ても足 らなかった｡わ しは他人の水田を耕

作 しないで,魚 4尾と米 1カゴ (約 2キロ

グラム)を村内で交換するなどして米を得

た｡ほかにはキログラムあたり3バーツだ

8)妻方の親と同居後,独立の家屋に住むこと｡
9)植えていた品種の呼称は,カオ･イセ- (カオ

･ニヤイと同品種),カオ･カオ,カオ･チャ
オクングである｡

10)姉は,ドンデーン村-コークバクング村-北モ
ー村を経たのち,再びコークバクング村へ戻っ
て住んでいる｡

ll)品種の呼称は,カオ･ド-クチャン,カオ･ニ
ャィ,カオ･クラングである｡

ったケナフを植え, 100キロはとった｡ 自

給用にウリ,赤タマネギ,タバ コや トウガ

ラシなどもつ くった｣｡

2年目,チャン氏は水田を約15ライに拡大

して 300ブング以上を得る｡ 6年目を迎える

ころには水田は22ライほ ど にな り,収量も

600-700プングに増加 した｡ 12年目にはほぼ

現在の規模になり, 通常 800-1,200ブングの

収量がある｡ちなみに1983年は1,100プングが

とれ, 雨が不足がちだった1984年は700プン

グであった｡収量が増加するのと同時に,チ

ャン氏はさらに5人の子供をもうけている｡

まだ ドンデーン村に親類や知人をもつチャ

ン氏は, 2年に 1度はカチナ衣奉献祭 (ブン

･カチン)や供養飯儀礼 (プン･チェ-クカ

オ)の際に ドンデーン村に戻るという. しか

し,彼自身の兄姉は,以下に示すように,全

員がコークバクング村を経てのちにさらにハ

-ナーディーで他村-移住 している.

1 プン (長姉) :ドンデーン村-コークバ

クング村 ⊂住〕-ノングカム村 (チュムペ

ー郡)に移住後死亡

2 ルン (長兄) :ドンデーン村-コークバ

クング村 〔住〕-クットディンチー村 (ウ

ドン県ナ-クラング君B) に在住

3 ロー ト (次姉) :ドンデーン村-コーク

バクング村 〔住〕-クゥトディンチー村に

移住後死亡

4 ノイ (三姉) :ドンデ-ン村-コークバ

クング村 〔住〕-北モー村 〔住〕-コーク

バクング村に在住

5 チャン氏 (インフォーマント) :省略

6 ワン (妹) :ドンデーン村-コークバク

ング村に在住

7 パ ン (弟) :ドンデーン村-コークバク

ング村に移住後死亡

Ⅲ-4 --ナーディ-の移住者たち (2)

-ーナ-ディーによる ｢新天地｣での暮 ら
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しむきは,開拓者としてどのようなかたちで

耕地をものにするかで大きく左右される｡北

モー村開村初期のころに着目すれば,当事者

の境遇と能力が,可能性に満ちた生活の確立

にとって,いかに大きな要因であったかが明

確である｡ ドンデーン村出身者ではないが,

以下に述べる移住者の今日に至る経緯はこの

ことを示す端的な例である｡ すなわち,現在

の北モー村の有力者とされているエー ト･セ

クスワン氏とティン･ソムバ ッヂィ氏の場合

である｡

エー ト氏は先にもふれたように, ドンデー

ン村出身者からみれば北モー村の先住者にな

るが,彼自身もハ-チ-ディーの過程で北モ

ー村に移住 した立場にあるOそして,のちに

村長をつとめた経験のもち主である｡ 一方の

ティン氏は,前述のチャンディー氏とほぼ時

期を同じくして北モー村入りしたコンケン県

出身者である｡ 現在の北モー村の宗教的 リー

ダーでもあるが,まさに北モー村で多数派と

なったハ-ナ-ディーの移入者たちによって

選ばれ,支えられている人物である｡

(エー ト･セクスワン氏の移住経過)

エー ト氏の両親は,チャイヤプム県チャッ

トラー ト郡のファサー ト村に20ライの水田を

もっていた｡ 平年で150プングほど, 豊作年

では200ブングほどの米が収穫できたが,｢砂

状の土壌で質がよくなく,ひんぽんに早魅に

みまわれた｣水田であった｡エー ト氏が13歳

の年(1939年),両親は同村内の8世帯ととも

にウドン県の ドンクリエット村へハ-ナ-デ

ィーにでたOこの村へは,父親の兄弟が先に

チャップチョングLにいっており,連絡され

たためである｡両親は,エー ト氏を含む子供

8人全員で離村 した｡そのときに水田を400-

500バーツで ファサー ト村の知人に売却 して

いる｡

9世帯が ドンクリエット村に入ってしばら
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くして,ファサー ト村方面に雨が降ったとい

う知 らせが届いた｡この知 らせで,一緒にや

ってきた8世帯は全員チャイヤプム県の方-

ひき返 したが,エー ト氏の家族は残り,兄弟と

ともにチャップチョングしはじめた｡約50ラ

イの森林部を確保 したが,す ぐには耕作でき

なかった｡初年度とその翌年は,当時 ドンク

リエット村の住民だったケンクー氏 (ルーイ

県ワンサブング郡出身)の水田を,ひとりあた

り年間100プングの籾米という条件 で耕作 し

た｡兄弟ひとりずつがそれぞれに行なった｡

3,4年目には自分たちの土地で15ライは

どの水田耕作ができるようになり, 約 200ブ

ングが収穫できた｡ 7年目(1946年),20歳に

なったエー ト氏は,ヤングロー村出身の娘ソ

ムシーと結婚するためにノィ村(旧北モー村｡

1942年開村)へ婚入する｡エー ト氏の両親は,

以後もドンクリエッ下村に住んだ｡妻の両親

が自らチャップチョングして拓いた水田60ラ

イはよい水田で,年間 1,000プングの収量が

あった｡結婚の翌年に第 1子をもうける｡ こ

の年,屋敷地を現在の北モー村に移 し,妻の

両親とともに全員が住んだ｡エー ト氏は以後

7人の子供をもうけ,妻の両親の老後を世話

した｡現在は,同居 していたその両親も亡 く

なり,よい水田はすべて彼が管理 している｡

エー ト氏は北モー村に移住 して約12年後,

はじめてチャイヤプム県の出生村-様子 うか

がいによっている｡｢誰も知人がおらず,『ど

こからきたのか』と尋ねられた｣｡彼が生まれ

故郷-戻ったのは,あとにも先にもこの 1回

のみである｡

(ティン･ソムバ ッヂィ氏の移住経過)

1915年にナンボング郡のブアヤイ区で生ま

れたティン氏は,同区内にあるクードゥア村

で現在の妻と結婚,6人の子供 (うち,ふた

りは死亡)をもうけた｡10ライの水田をもち,

年間約400プングの米を 自給用として得てい
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たが,洪水がひんぽんにあり,よい水田が欲 し

かったという｡ クードゥア村出身の義姉の息

子が北モー村にハ-ナ-ディ-ででて いた

(1950年)ので,ティン氏はまずひとりで水

田をみるために北モー村を訪れた｡そして,

帰村後すぐに,いくぱくかの畑と10ライの水

田をクードゥア村の知人に計1,500バ-ツで

売り,子供 4人と妻とともに再び北モー村を

めざした｡1952年のことである｡

｢まず,到着 したその日から,当時のヨー

ト村長の家の裏側にあったスックという人

の家と屋敷地を,180バーツで買って住ん

だ｡ 2年早 くきていた義姉の息子から森林

20ライを500バーツで手に入れたが,最初

の2年間はこれを水田にするのにかかり,

米をつくらなかった｡だから,ヨー ト村長

が決めた条件 (年間100ブングの籾米)で彼

の水田を早朝から暗 くな るまで耕作 した

よ｡家族全員が十分に食べるのに200ブング

は欲 しかったんだが.…..｣｡
ティン氏自身の水田は3年目を迎えて耕作

可能となる｡森林20ライは5,6ライの森林

と14,5ライの水田にかえられた｡そして,

この年は150ブングの収穫があった｡12)

｢当時,--ナ-ディーで北モー村に移住

した多 くの人々は,先住者が確保 していた

いくらかの水田を買って,移住 したその年

から耕作 したものだが,自分はそれほどの

金銭的余裕がなかった｣｡

翌 4年冒(1955年)には,同じ水田面積で,

前年の倍である300ブングの収量が あった｡

しかし,収穫後ティン氏は,水田を含めた計

20ライのすべての土地を6,300バーツで売却

する｡相手は,コンケン県ノングルア郡のメ

ング村から,ハ-ナ-ディーで北モー村にや

ってきた人である｡ そして,ティン氏はす ぐ

に平坦部の森林100ライ (うち10ライが水田

12)品種の呼称は,カオ･カムパイ,カオ･パン
(カオ･ド-クチャンと同品種)である｡

化されていた)を3,400バーツで手に入れた｡

｢この土地は村の 『公共地』 (ティーディ

ン･サータラナ)だった｡だから,わ しが

だした費用は,この年 (1955年)に着工さ

れたばかりの寺院に,僧房 (クティ)や講

堂 (サーラー)をつくる経費 にあて られ

た｣｡

新 しい土地を耕作 した翌年,200ブングの

米がとれた｡翌年,その次の年と,ティン氏

は水田面積を徐々に拡大 し,300ブン〆,400

プングの収量を得るようになる｡

400ブングの米がとれたその年,水田は15ラ

イ程度であった｡そして,同年の収穫後,-

-チ-ディーで北モー村にやってきたばかり

のコンケン県からの移住者に,そのすべての

土地を15,000バーツで売りわたし,ティン氏

は8,000バーツで現在の42ライの土地 (内訳

は水田20ライ,森林22ライ)を手に入れた｡

1957年のことである｡翌年には,この水田か

ら600ブングの米が収穫された｡以後,ティン

氏は土地の売買はせずに今日に至っている｡

北モー村に移住後,さらに6人の子供をもう

けたので,ティン氏の家族は12人になってい

る｡

｢土地を売買する額は,知人,親族はど安

く,見知 らぬ者に対 してほど高 くなる｣とテ

ィン氏はいう｡同じハ-ナ～ディーでやって

きた彼の仲間たちは,よりよい条件の水田を

入手するティン氏の土地ころがしの過程と今

日の財をなした手 腕 を評 して, ｢ティンは

『農民博士』(チャオナー ･エーク)だよ｣と

いってはばからない｡ この一見,世俗的な現

夫家は,同時に北モー村の寺院設立以来の信

仰熱心な篤信家 (メ-ヨック)であり,自他

ともに ｢法を守護する者｣ (プーラクサータ

ンマ)を認 じている. また, 北モー村 に は

｢村雨｣(ラックバーン)があり,四斎日 (ワ

ンプラ) ごとにここ-献花 ･献灯するのも彼

の大切な役割のひとつである｡
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Ⅱ-5 ｢村の守護霊｣信仰をめぐる先住者と

移住者

先住者との土地の売買関係が成立して ｢よ

そ者｣のハーナーディーによる移住は可能と

なる｡ たえず移住者の出入りがあるために同

質性を欠 く村の常態からすれば,両者の間に

は定住者と侵入者というかたちであらわれる●●● ●●●
ほどの尖鋭な緊張関係は生 じないのがふつう

であろう. 北モー村の場合,ふたつの異なる

言語集団ということから,互いがチュアサ-

イ ･ルーイ とタイ ･タイ とい う分類をもっ

て,先住者,移住者を明確に区別する傾向が

長くつづいている｡ しかし,これまで両者が

対立する事件はなかったといわれている｡

｢(先住者の)ルーイ県からの人々は,われ

われ 『南側からのタイ人』に耕地を売って皆●

チュムペ一万両-でていった｣という移住者

は少な くない｡ ルーイ県からの人々は売るた

めに土地を占有 ･確保 していたのだともいわ

れる｡いずれにせよ,現在の北モー村では先住

者たちは,すでにいなくなってしまった人々

として語 られる傾向が強い｡今日,北モー村

の住民はすべてがハ-ナ-ディーでやってき

た ｢南側からのタイ人｣であるという勢いで

ある｡

だが,実際には4世帯はどの先住者グルー

プが現在も在住するはか,自らをチュアサ-

イ ･ルーイの系譜に位置づける人々も少なく

ない｡このことは,ふたつのグループが互い

にほとんど干渉せず,それぞれの生活領域を

守りながら共存 してきたことを思わせる｡北

モー村という-行政村のなかには,さらに分

離できる社会的世界が展開しているといえば

よいだろうか｡それは,かつての ｢村の守護

霊｣(ピー ･プ-クー)信仰をめぐって両者が

多少異なった姿勢をもつことにもうかがわれ

る｡ ハーナーディーによる移住者にとって,

先住者がすでに制度化 していた｢村の守護霊｣

の儀礼は,｢(供物用の)酒やニワトリ代が高
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くつく｣不合理なものであり,｢村の守護霊｣

自体,病や災禍の元凶だったという｡一方の

先住者にとって,それは ｢村の規律,生活の

規律｣としての意味をもっていた｡

北モー村初代村長をつとめたヨー ト氏 (前

逮) も,チュアサ-イ ･ルーイを自認する人

である｡ 現在,下半身を失ったヨー ト氏は,

家族の者以外に,常に5,6人のチュアサ-

イ ･ルーイを自認する人々にかこまれて日々

を送る｡ 彼によれば, チャップチ ョングに

ともなう北モー村の成立と ｢村の守護霊｣両

(ホ一 ･プータ-)の設立とは不可分のもの

である｡

｢恐 しい悪霊がいる森を皆で分割し合 う｡

互いに口約束でおおまかな広さに分けて,

めだった大木に×印をつけてゆく｡ 境界は

もうけなかった｡一定の範囲内の木々を伐

採 して森をきり拓いてゆ く｡木をきりだし

てから火をつけて焼 くんだが,木をきりだ

すと同時に,家屋つ くりと 町村の守護霊』

嗣つくりにかかる｡これらをすませてから

開田しはじめた｡田圃の境界は,雨が流れ

落ちるような高みになるところじゃよ｣｡

ヨー ト氏を中心とする開村者たちは ｢沼｣

(レンナ～ム)のそばに水田をつくって水稲

(カオ･ナ-)を植えた.のちの--ナ-ディ

ーの移住者がするような陸稲 (カオ･ハイ)香

植えることはなかった｡水稲以外には, トウ

ガラシ, トウモロコシ,ウリなどを栽培 した

という｡

開村者たちは ｢村の守護霊｣を崇めた｡村

内からくじで選出した儀礼執行者 (チャム)●●

をリーダーに,年 2回の儀礼をとり行なった｡

陰暦 2月には豚 4頭とニワトリ4羽を,陰暦

6月には豚 6頭とニワトリ6羽を,それぞれ

(水曜もしくは木曜日に)繭に献上 した｡四

斎日には,①精米 しない,(勤耕作 しない,(参

水牛 ･牛を使わない,④炭をつ くらない,@

生類を殺さない- などの規律を守り,仕事
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を休む日としていた｡

｢それ らは村の 『法律』(コットマ-イ)の

ようなものだった｡ もし,犯す者がでると

村の連中はす ぐにチャムに知 らせ,その人

物を 『村の守護霊』嗣-つれてゆく｡ そし

て許 しを乞う｡そのときには酒とアヒルあ

るいはニワトリ1羽,米,そしてローソク

のかわりになる 『コヨリ』(ティエンカム)

を用意する｡彼が持参 しなければ,チャム

が用意 して整え,許 しを乞うたものだ｣｡

｢村の守護霊｣-の儀礼は1971年にとりや

められる｡ ｢村の守護霊｣を追放 (カップラ

イ) したためである｡ ヨー ト氏が回想する.

｢--ナーディーで他 村 か らやって きた

人々は (上記の)われわれの 『きまり』(ウ

ィナイ)を知ってはいたが,守 らなかった｡

『きまり』に無関心で仕事をする者が多 く

ふえてゆくにつれ,そのために悪霊の犠牲

になる者がではじめた｡ (やがて) 『きま

り』を犯 した当事者だけではな く,他の人々

まで 『村の守護霊』の怒りの災いを被るよ

うになった｡さらに,そのつど 『村の守護

霊』に許 しを乞 うことも困難になってきた

ので,人々は集会をもち,僧侶に相談する

ことになった｡結局, 『村の守護霊』をお

いだして今日の 『村雨』を設立 した｣｡

この ｢追放劇｣にたち会い,全体的なアレ

ンジを行なったのは,前述 した移住者のひと

りであるティン氏である｡ティン氏は次のよ

うに述懐する｡

｢病 や いろん な災難にあ った人々がで

た｡原因は『村の守護霊』にあるといわれて

いたので,僧侶でありモータム (悪霊払い

師)でもあったプラ･プンマ-柿 (ウドン

県ノンサンダ郡のファイクラチャイ村に止

住 していた)のところ-わ しが赴き,きて

もらうようにとりはからった｡そして 『村

の守護霊』にうかがいをたててもらった｡

師は花とローソク各 5対 (カン--)を用

意 して問うた (以下,柿-僧侶 ;守- 『村

の守護霊』)0

師 :T(守護霊に対 して)ここにもう何年い

るのか｣

守 :rlOO年になる』

師 :rすかせた腹をいつもどこで満たすの

か』

守 :『いつもさが しているJ

師 :r新 しく生まれかわりたいか』

守 :r生まれかわりたい』

師 :『なれば,(仏教の)戒律を遵守できる

か』

守 :『できない』

師 :『できないのならば,なぜ生まれかわ

りたいのだ』

この問いに 『村の守護霊』はこたえなかっ

た｡そこで師は追放を決め,儀礼 (ピティ

･カンパ-ン)をとり行なった｡まず,土

をもってきて一握 りずつつかんで口もと-

やる｡ 呪文を込める (プ-ク ･セ-ク)た

めだ｡そして,この土を村の境界にまき放

つ｡ 次に,村の四方 (東西南北)に木柱を

1本ずつ埋め込んで土をかぶせた｡『村雨』
をつくったのはそのあとだ｣｡

新 しくたて られた ｢村雨｣は,ラックバー

ン,ア- ックバ-ンなどとよばれているが,

人によってはラック ･ウバクット13)ともよぶ

ように,そこには精霊ではな く仏教的な守護●●

神が帝巳られているとされる｡移住者の人々は,●

｢われわれは, 『精霊』ではな く 『法』 (メ

ンマ)14'によって守護されている｣ という｡

開村以来の地域的守護霊は,より抽象的で一

般的な仏教の守護力にとってかわられた｡15)

13)ウバクットは呪力をもつ僧侶と考えられてい
る｡

14)文字どおりのダルマというよりは,聖なる力と
して言及される｡これは東北タイ農村では一般
的である｡

15)このような ｢村の守護霊｣の悪霊化-追放-仏
教的守護力の導入の過程は,同じ開拓村である
ドンデーン村にもみられる[林 1984:77-981｡
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この ｢信仰改革｣では,先住者との問には

まったくコンフリクトは生 じなかったようで

ある｡ 当時すでに,ルーイ県からの出身者た

ちが北モー村では少数派にすぎなかったこと

も一因であろう｡ だが,現在も同村に住む最

先住者であるヨー ト氏たちはいう｡

｢儀礼はしなくなったが,われわれ (チュ

アサ-イ ･ルーイを自認する者)は 『村の

守護霊』を肥っていたころの 『きまり』を

守りつづけている｡ このことは,ハ-ナ-

ディーで移住 した人々には強制するべきも

のではない｡当人次第のことだから｣｡

開村当初から北モー村に住む人々からすれ

ば,当時の生活規範は今日も規範でありつづ

ける｡ハ-ナ-ディーによる他村移入者があ

って約20年を経て,それは公の領域から私的

な領域へと退いたのだが,その変化は,新 し

く北モー村を担う世代が成長する時間のうち

にゆるやかに進行 したとみるべきだろう｡ 地

域的信仰の差異は,国教としての仏教の枠内

で解消されているのが北モー村の宗教生活の

実状である｡

ⅠⅠⅠ ハーナーディーをめぐる若干の考察

われわれがインタヴューできた--ナ-デ

ィーによるドンデーン村出身の移住者は,彼

らより1世代以前の常態だったと推察される

チャップチョングではなく,すでに先住者が

チャップチョングした土地の購入を通 じて田

圃を開拓 し,自らの生活を築いている｡それ

は北モー村に移住 した者だけに限られること

ではない｡

ウドン県ナ-クラング郡クットディンチ一

区ノンサノー村-移住 したケオ ･ケオデーン

グ姉妹とその両親たちの場合も,同様である｡

彼女の両親には5人の子供があった｡ ドンデ

ーン村では年間200プングの米がとれたが,

十分ではなく,1955年に-ーナ-ディーにで
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た｡家族全員が他の村人とともに牛車10台以

上の大部隊で ドンデーン村を北上 した｡北モ

ー村を通過 してノンサノー村まで11日を要 し

たという｡ やはり,当地にはすでにチャップ

チョングした有力者がいた｡ 両親は100ライ

の森林を8,000バーツで購入 したはか,空家だ

った現在の家と屋敷地を60バーツで得た｡田

圃を拓き,5,6年後には300ブング以上の収

穫があり余裕がもてるようになったという｡

一般に,年代が現在に近づくほどに入手す

る土地の購入費も高 くなる｡北モー村へ1973

年ごろに移住 したクー ･シー-ヤック氏は,

水田40ライを含む100ライの土地を ドンクリ

エット村に住む所有者から29,000バーツで購

入 している｡北モー村開村まもないころにや

ってきたタ-氏のイ トコが27ライの水田を含

む30ライの土地を300バーツで得たことを ク

ー氏はよく比較するのである｡ 現在もドンデ

ーン村に住むプアング･チャムナン氏が1981

年に買った北モー村の水田32ライは,54,000

バーツであった｡耕作は北モー村に住むプア

ング氏の知人が行うが,農繁期になるとコン

ケン県での勤務先 (東北地域農業センター)

を休んで,子供や妻とともにドンデーン村か

らやってきている｡

ハ-ナ-ディーは,いくつかの開拓村を中

継するようなかたちで展開する｡兄弟がいく

つかの場所に分かれて止住 し,連絡をとり合

って,よりよい条件の地にさらに移動するこ

とは珍 しいことではない｡移住は必ず しも単

線的な一方通行の行動ではない｡む しろ,出

生村と第 1,第 2の移住先との間をゆきつ戻

りつ進行 してゆくのがふつうである｡すなわ

ち,移住者にとっての開拓村は,当初からの

定住地では必ずしもな く,中継地としての性

格をもつ場合が多い｡

すでにみたコークバクング村は,1940年代

には,北モー村に止住することがなかった移

住者にとっても,開拓村であると同時に,あ
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たかも同郷者の ｢開拓中継村｣のような役割

を果たしていたようである｡現在,コンケン

県チュムペ一都のバーンパイクットヒン村に

住むファット･マイカミ氏は,1940年にハ-

ナ-ディーで父親に率いられて ドンデーン村

を離れ,コークバクング村に移住 した｡父親

はここを拠点にコンケン県チュムペ一都のノ

ングワ-村- 1カ月,さらに同郡内のノング

トン村-赴いて24ライの土地を260バーツで

買いつけた｡そして,次女の夫が先にここへ

単独で入村 し開墾する｡そののち,次女をは

じめとするファット氏の兄弟がコークバクン

グ村を離れてノングトン村へ移住 した (1946

年)｡同年にコークバクング村で妻を失ったフ

ァット氏自身は,行動をともにせず,再婚で

現在の村に婚入するのである｡

インフォーマントが述べる移住理由は,田

圃が洪水 ･早魅の被害をうけやすかったり土

壌が劣悪であったりすることに加え,その相

続状況や扶養家族の成員の相対的多数によっ

て飯米が確保 しにくいというものである｡ハ

-ナ-ディーは第 1に,当事者が耕作する田

圃の自然的 ･社会的条件が,そのとき,ある

いは将来に備えての飯米確保に不安をもたら

しているために,他村の田圃を検分 したうえ

で移住することである｡

だからといって,--ナ-ディーは,必ずし

も離村を余儀なくされた貧民 (コン･ヤーク

チョン)がとる社会的行動とはみなされてい

ない｡む しろ,より収量のよい耕地を得て暮

らしむきを向上させる契機をもつ,積極的な

行動として捉えられる傾向がある｡ このよう

な行動は,先代からの移動 ･止住のパターン

の延長線上にあるものである｡ 出生村にとど

まることそれ自体に,さほど積極的な意義が

認められていないことが背景となっている｡

基本的に,--ナ-ディーによる移住行動

には,いくらかの物見遊山 (パイ ･テイオ,

1J晶 っ) と, それに ともなう情報が先行す

る｡ そして,自身による耕地の下見 ･検分行

動がつづ く｡次いで,当地の先住者 (チャッ

プチョングをした者)との買いつけ約束がす

んでのちに,家族 ･きょうだい全員の移住が

行われる｡それは,決 してあてどなくさまよ

う冒険的探索ではなく,きわめて計画的であ

る｡ しかも,人々によって収集 ･交換される

複数の情報が実際の行動に先行する点で,広

範な社会的行動である｡

--ナーディー にみられ る人々の移動性

は, 移住をともなわな くても村人 の生活 の

端々にうかがえる要素である｡今日もドンデ

ーン村に住む者もたえず村外-でていたとい

っても過言ではない｡まず第 1に,不安定な

稲作の自然条件がもたらす,そのつどの飯米

確保のために,人々は行動した｡曜日ごとに

行程の安全を願う儀礼行動があったことは,

旧来から村内の人の動きが激 しかったことを

示 している｡ある古老 (1911年生まれ)は,

約50年前の ドンデーン村の-光景を次のよう

に回想する｡

｢昔も今と同じように洪水 と早魅 はあ っ

た｡そんなときには夫婦や兄弟 ぐるみで牛

車で籾米を求めて約15日かけてウドン方面

へむかったものだ｡そして米を得たらすぐ

に戻ってきた｡人々は,それぞれにさがし

まわる人から,どこ-ゆくべきか聞く｡ 米

がな くなった ら,またゆく｡ 同じ年に何度

もいった｡洪水があれば,今のように外へ

仕事をみつけて金をもうけ,それで米を買

うんじゃなくて,米をさがしたんだ｡その

ような遠出の出発のとき,安全を祈って縁

起をかついだよ｡日曜は顔をきれいに洗う｡

月曜はまず横になってからでる｡火 ･水曜

は甘いもの く菓子)をひと口食べてから,

木曜なら顔に白粉を塗って,金曜には少 し

村のなかを散歩 してから牛車にのる｡ 土曜

には身内で少 し痴話げんかしてから牛車を

寺院の方へむけてでるん じゃよ｣｡16'
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さらに,飯米を求める行動に加えて,タイ

ラーオ族の男性にはさまざまなかたちでの一

時離村的な行動が顕著である｡よく知 られる

出稼ぎに限らず,｢嫁さがし｣(レン･サオ)

や各地に散住する親族 ･知人間の｢相互訪問｣

(マ-ヤム ･パイヤム),さらには得度後にそ

うしたネットワークを通 じて各地の寺院に止

住する僧侶の巡歴行動などがある｡その行動

範囲は近郊から遠方の県とさまざまであり,

そのまま訪問先に住むことも珍 しくない｡そ

れらはいずれも ｢どこか-旅する｣(パイ ･

テイオ)という日常語で表現される,いくら

かの無目的な行動の延長にある｡

離れた村に戻ることもあれば,そのまま嫁

や職を得て他所に生活をもって しまうこの行

動は,社会移動 (socialmobility)のひとつのチ

ャネルをなす面ももって いる [Kirsch 1966

:370-378】｡同時に, この行動の社会的結果

として,出身村と到着地問を往来できるルー

トが生まれ,村外の情報を人々にもたらす回

路が形成されることになる｡すなわち,それ

は複数の村落を往来するような生活の移動形

態を可能にする背景となる｡

ハ-チ-ディーは,基本的にはそのような

パイ ･テイオ行動のルー トに立脚 していると

考えられる｡ しかも,単なる旅ではなく,よ

り具体的な目的をもった離村行動としてあら

われる｡ すなわち,それは離村と定着の連続

的な過程のなかで進行する,ひとつの基本的

な生活の構築･維持様式とみることができる｡

定住することはそのような生活様式の-局面

としてあらわれる｡--ナ-ディーで移住 し

16)人 が々赴いたのは,ウドン県,コンケン県チュ
ムペ-郡方面であったといわれるが,チュムペ
一行は行路が泥道になりやすく,牛車が通行困
難であったため,ウドン行の方が好まれた｡
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たインフォーマントもその両親も,同じく移

動の遠にある人生であった｡米の収量が安定

しない｢限界地｣に自らの生活基盤をおく人々

にとって,--ナ-ディーとはよりよい収穫

の手段としての耕地をゆきつ戻りつきがし求●●●●●●●●●●

める (テイオ ･--)伝統的な生活行動を意●●

味していると思われる｡

すでにみたように,移住者たちの故郷意識

は,場所としての村にあるよりは,きょうだ

い,親族,知人を主とする親密な人間関係に

ある｡ そして,ある者が移動することによっ

て他の者もまた連鎖的に移動のチャンスを得

る｡そのような社会関係の流れのなかで生活

が把握されるがゆえに,耕地としての田圃は,

所有されるべきものというよりは,水牛や牛

と同様に使用されるべき生活上の道具であっ

たと解すべきであろう｡17)

しかし,いずれにせよ,移住をともなうハ

-チ-ディーは,その実行において勇気と決

断を要する行動である｡移住先で,必ず しも

より豊かな生活が保証されるわけではない｡

われわれがインタヴューした移住者たちは,

それぞれの過程を経ながらも,ある意味では

この伝統的な生活行動様式の典型的な成功者

といえるだろう｡
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